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部
落
差
別
の

解
消
に
向
け
て

　
鏡
川
の
河
口
付
近
の
両
岸
に
は
、
ハ
マ
ボ

ウ
と
い
う
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
ハ
マ
ボ

ウ
は
ア
オ
イ
科
の
落
葉
低
木
で
、
関
東
地
方

南
部
以
西
の
川
岸
や
海
岸
な
ど
に
自
生
し
、

直
径
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
に
も
な
る
淡た
ん
黄こ
う

色
の
花
は
「
一い
ち

日に
ち
花ば
な
」
だ
が
、
夏
の
間
二
カ

月
以
上
に
わ
た
り
次
々
と
咲
き
続
け
る
。

　
最
近
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
た
た
め
、

昨
夏
鏡
川
を
中
心
に
分
布
状
況
を
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
川
岸
で
は
国
分
川
、
舟
入
川
、

江
ノ
口
川
で
、海
岸
で
は
絶た
る
み海
池い
け
、下
知
（
青

柳
町
公
園
を
含
む
）、
横
浜
西
灘
、
ツ
ヅ
キ
島

で
確
認
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
、
高
知
大

学
教
授
で
あ
っ
た
山
中
二つ
ぎ
男お

博
士
が
県
内
の

植
物
相
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ

の
中
で
ハ
マ
ボ
ウ
の
分
布
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
た
の
は
室
戸
市
と
宿
毛
市
の
み
で
あ
っ

た
。
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
頃
に
は
高

須
の
絶
海
池
や
春
野
町
の
新し
ん

川か
わ
川が
わ
の
河
口
付

近
で
も
確
認
さ
れ
、
新
川
川
で
は
、
洪
水
対

策
の
河か

道ど
う

拡
幅
工
事
後
に
行
わ
れ
た
植
生
復

元
に
お
い
て
、
現
地
の
種
子
か
ら
育
て
ら
れ

た
株
が
用
い
ら
れ
た
。

　
今
回
の
調
査
で
、
鏡
川
に
は
高
さ
五
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
限
っ
て
も
千
八
百

株
以
上
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
で
は
い

つ
か
ら
あ
る
の
か
。
国
土
地
理
院
の
空
中
写

真
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
二

（
二
〇
一
〇
）
年
の
写
真
に
は
写
っ
て
い
な
い

よ
う
だ
っ
た
。
ハ
マ
ボ
ウ
の
種
子
は
水
に
浮

く
性
質
が
あ
る
た
め
、
こ
の
十
五
年
の
間
に

ど
こ
か
ら
か
流
れ
着
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ハ
マ
ボ
ウ
は
、
河
口
や
湾
内
の
塩え
ん

湿し
っ
地ち

な

ど
で
広
大
な
面
積
の
純
群
落
を
形
成
す
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
所
で
は
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ

れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
群

生
地
で
あ
っ
て
も
管
理
上
の
理
由
か
ら
保
護

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
鏡
川
の
自
生
地
は

ま
さ
に
そ
う
で
、
水
の
流
れ
の
妨
げ
に
な
る

と
い
う
懸
念
か
ら
過
去
に
一
部
の
株
が
根
元

か
ら
伐
採
さ
れ
た
。
数
年
が
経
過
し
た
今
、

そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
生
き
残
っ
て
い
る
上
、

萌ほ
う

芽が

再
生
し
て
枝
が
増
え
、
よ
り
一
層
ゴ
ミ

が
引
っ
か
か
り
や
す
い
樹
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
あ
る
場
所
で
は
「
天
然
記
念
物
」
と
し
て

珍
重
さ
れ
、
別
の
場
所
で
は
「
邪
魔
者
」
と

し
て
伐
採
さ
れ
る
。
人
間
の
都
合
に
よ
っ
て

価
値
が
変
わ
る
の
は
世
の
常
だ
が
、
私
た
ち

が
鏡
川
の
ハ

マ
ボ
ウ
と
共

存
す
る
未
来

は
あ
る
だ
ろ

う
か
。

　
S
D
G
s
の
目
標
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「
人
や
国
の
不

平
等
を
な
く
そ
う
」
は
、
差
別
的
な
慣

行
の
撤
廃
や
、
適
切
な
行
動
の
促
進
な

ど
を
通
じ
て
、
機
会
均
等
を
確
保
し
、

平
等
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
社
会
に
は
、

性
別
、障
害
の
有
無
、個
人
の
背
景
な
ど
、

多
様
な
理
由
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
や
偏
見
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ

る
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
は
、
普
段

の
会
話
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど

に
今
も
潜
む
解
決
す
べ
き
課
題
で
す
。

　
部
落
差
別
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

の
中
で
、
啓
発
拠
点
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
隣り
ん
保ぽ

館か
ん
で
す
。

　
本
市
で
は
、
昭
和
30
年
３
月
の
潮
江

隣
保
館
開
設
以
降
整
備
を
進
め
、
現
在

は
「
市
民
会
館
」
と
し
て
、
市
内
13
カ

所
に
設
置
し
て
お
り
、
福
祉
の
向
上
や

人
権
啓
発
、
住
民
交
流
の
拠
点
と
な
る

開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
た
各

種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
会
館
で
は
、
65
歳
以
上

の
方
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

月
３
回
程
度
、
昼
食
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ

て
生
活
相
談
や
簡
単
な
体
操
、
各
種
講

座
な
ど
を
行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
と
共
に
、
市
民
会
館
が

果
た
す
べ
き
役
割
も
多
様
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、「
基
本
的
人
権
の
尊
重

と
人
権
・
同
和
問
題
の
速
や
か
な
解
決

に
資
す
る
」
と
い
う
設
置
理
念
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、毎
年
７
月
10
日
〜
20
日
は
「
部

落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」
強
調
旬
間

で
す
。
市
で
は
こ
の
期
間
中
に
、
市
内

中
心
部
で
の
講
演
会
と
、
市
民
会
館
で

の
地
域
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す（
詳

し
く
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ま
ず
一
人

一
人
が
無
関
心
に
な
ら
ず
「
正
し
く
知

る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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今月のテーマ今月のテーマ
〔ゴール10〕〔ゴール10〕
人や国の人や国の
不平等を不平等を
なくそうなくそう

【
問
い
合
わ
せ
】人
権
同
和
・
男
女
共
同
参
画

課
☎
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主
任
研
究
員
　
前
田
　
綾
子

牧
野
植
物
園

ハマボウの花
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　皆さんは「復興」について考えたことはありますか。
日頃から「防災」に取り組まれている方は多いと思いま
す。 しかし、 被災した後に「自分たちのまちがどうな
るのか」「どう再建したいのか」など復興のことまで考
えている方は、まだ少ないのではないでしょうか。
　「事前復興まちづくり計画」とは、被災後のまちをど
う立て直すか、行政と住民の皆さんが今の段階から共
に考えておく取り組みです。
　皆さんが大切にしている価値観や、地域の課題をあ
らかじめ共有し、将来の姿を考えておく。そうするこ
とで、もしもの時にも速やかに、そして以
前よりも住みやすいまちへの歩みを進める
ことができます。
　市では、ワークショップや、防災政策課HPでの意見
投稿プラットフォーム、所定の施設へ設置した意見投
稿用紙などで、幅広く意見を募集しています。
　また、「復興」への理解を深めたい方に向けて勉強会
も開催しています。この機会に「復興」について考えて
みませんか。

事前復興まちづくり計画

15

詳しくはこちら▶

【問い合わせ】防災政策課☎823-9055

まちの出来事を写真でお届けします 5 月
MayMay

アビシニアコロブスの赤
ちゃんの名前が決定

アニマルランドで６年ぶりに誕生し
たアビシニアコロブスの赤ちゃんの
名前を決める投票が行われた結果、
名前が「ルル」に決まりました。

こうち春花まつりが開催
されました

ことしもたくさんの花苗が会場を彩
りました。多くの人が訪れ、写真を
撮影したり、ステージイベントを観
覧したりしながら楽しんでいました。

桂浜坂本龍馬像生誕祭が
行われました

建立 98周年になることを記念して坂
本龍馬像生誕祭が開催されました。
龍馬像の写生大会やよさこい演舞も
披露され、多くの人でにぎわいました。

01 02

弱り始めが元気の戻し時。
まずは相談を！！

■ こんな仕事をしています

高齢者の
フレイル
脱出支援

介護予防の
ための

健康講座

03
いきいき

百歳体操会場
運営支援

加齢による体の衰え（フレイル）や、病を抱え、漠然とし
た不安を感じるときは、お近くの地域包括支援センターに
ご相談ください。

詳しくは
こちら▶

■訪問型サービスC事業を実施しています
介護保険サービスだけではない「生き生きとした生活を取り戻す
『短期集中リハ』訪問型サービスC事業」という選択があります。
市が委託する医療機関等のリハビリ専門職がご自宅に伺い、再

び元気になる方法を一緒に考え、伴走します。対
象者は市に在住する「要支援１」、「要支援２」または
「事業対象者」と認定されている方です。利用者

負担はありません。ぜひご相談ください。

【問い合わせ】基幹型地域包括支援センター
☎823-9121

work of kochi city

work of kochi city

基幹型地域包括支援センター
介護予防担当　編


